
４月2 2日、広島高裁で注目の判決公判！

光市事件　
弁護団は何を立証したのか
光市事件弁護団 編著 四六判152ページ　定価1300円＋税

４月2 2日に迫った差戻控訴審判決を前に、マスメディアの総攻撃に抗し

て、2 1人の弁護団が明かす裁判の真実。

付・被告少年の謝罪の手紙。

少年による不幸にして偶発的な事件を、検察官は凶悪な強姦・殺人事件としてねつ造した。差戻審弁

護団は、真相を究明し、公正な裁判を求め、被告人の権利を擁護し、裁判を受ける機会、そして真に反

省と悔悟をする機会を保障しようとして努力している。また弁護団は、この少年に対する検察官、最高

裁の不公正なやり方に憤り、一、二審、最高裁の如何ともしがたい怠慢に危機感を募らせている。司法

は制度疲労の中にあって、危機的な状態にある。その2 1人の弁護人に対するバッシングは、検察官の

事実のねつ造や最高裁の手抜きが誘引したものだ。このようなバッシングは、

司法が司法としての職責をしっかりと果たすことによってしか是正すること

ができない。
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